
★平成23年第２回定例会は 月 日( )開会予定です。

平成23年
（2011年） 4月
第37号

※おもしろ自転車についてのお問い合わせは牧島公民館（122-5783）までどうぞ

３月補正：△1億529万円
補正後の予算

一般会計：226億2,644万円
（対前年度同期 4,182万円 0.2％増）

平成23年度当初予算
一般会計：209億9,700万円
（対前年度同期 6,908万円 0.3％増）

特別会計：153億3,618万円

■特集

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

●福島第１原子力発電所の事故を
受けて

●休日夜間急患医療センターが
新しくなります
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平成23年伊万里市議会第１回定例会
会 期 日 程

意

見
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玄
海
原
子
力
発
電
所
３
号
機
放
射
能
漏
れ
の

原
因
究
明
を
求
め
る
意
見
書

東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
に
よ
り
、
原
子
力
行
政

に
対
す
る
安
全
神
話
が
崩
れ
た
。
県
に
お
い
て
は
伊
万

里
市
か
ら
避
難
対
象
地
区
域
の
10
キ
ロ
圏
外
の
見
直
し

な
ど
、
再
三
の
要
請
に
応
え
ず
に
い
る
。
今
回
の
事
態

を
踏
ま
え
て
安
心
・
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、
事
故
の

原
因
究
明
と
詳
し
い
説
明
を
九
電
に
求
め
る
こ
と
を
知

事
に
要
請
す
る
。

森
林
・
林
業
活
性
化
施
策
を
求
め
る
意
見
書

地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
環
境
問
題
と
な
る
中
で
、
環

境
資
源
と
し
て
の
森
林
・
木
材
に
対
し
強
い
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
対
し
て
、
森
林
経
営

の
安
定
と
山
林
の
活
性
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
体
制

の
確
立
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
求
め
る
。

日 種 別 内 容
開 会
会議録署名議員の指名

1惜 本会議 会期の決定
市長提出議案等45件……一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

3斥 本会議 議案等に対する質疑

4昔 本会議 議案等に対する質疑
議案の常任委員会付託

7席 休 会 特別委員会
（交通網・港湾･企業誘致対策）

8惜 休 会 特別委員会
（地域医療・環境施設整備対策）

9戚 本会議 一般市政に対する質問
10斥 本会議 一般市政に対する質問
11昔 休 会 全 休（中学校卒業式）
14席 本会議 一般市政に対する質問

市長提出追加議案１件上程

14席 本会議 市長提出追加議案の提案理由説明
追加議案に対する質疑
追加議案の常任委員会付託

15惜 休 会 常任委員会
16戚 休 会 常任委員会
17斥 休 会 常任委員会
18昔 休 会 正副委員長会（小学校卒業式）

意見書案の上程
意見書案の提案理由説明
意見書案に対する質疑
常任委員会報告

23戚 本会議 常任委員会報告に対する質疑
特別委員会報告
特別委員会報告に対する質疑
議案の付議順序により討論、採決
有田磁石場組合議会議員の選挙
閉 会

開議時刻 午前10時
（18日 午後１時）３月

議長退任あいさつ

今期最後の議会だよりが発行されるに当

たり、一言ご挨拶を申し上げます。この４

年間多難ではありましたが、本市発展の大

きな礎を築いた貴重な時でもありました。

工業用水道は３年余の歳月をかけ見事竣

工し、懸案でありました病院建設も有田町

との合意に至り夢が形に成っています。安

心と安全こそ市民の最大の福祉であります。

伊万里港が重点港湾に指定され、また、

西九州自動車道も谷口インター迄の供用目

標が示されました。港湾と道路が一体とな

った利活用も近く、更に発展の時を迎えま

す。一方、今回の大震災と原発事故はまさ

に国難の時であり、地方財政に影響は必死

であります。

議会、執行部共に市民皆様方のご協力も

頂き、この難局を乗り切らねばなりません。

これまでのご指導に感謝とお礼を申し上げ、

退任のご挨拶といたします。

議長 前 田 教 一

東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対
し
、

心
か
ら
の
お
悔
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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福島第１原子力発電所の事故を受けて
福島第１原発は地震に伴う津波の影響で「想定外」の状況になり、報道から目が離せない毎日で

す。まずは、一日も早い終息をお祈り申し上げます。

佐賀県内にも玄海原子力発電所がありますが、伊万里市で一番近いところは波多津町木場で直線

距離が12km。ところが国は、原子力防災対策を重点的に充実させるべき区域の範囲としての緊急

時計画区域（EPZ）を８～10km圏と定め、県もこれに追従してきました。

これまで伊万里市議会から国や県

知事に対して意見書を提出し、市長

からも申し入れを行うなど対策を求

め続けてきましたが、国・県の壁は

厚く、情報共有の部分だけが改善さ

れたに止まっています。

今後は、県の地域防災計画（原子

力災害編）に伊万里市への対策も加

えるよう要請するべきだと考えます。

そこで、この問題についてご一緒に

考える材料として、玄海原発からの

距離についての情報を共有したいと

思います。

休日夜間急患医療センターが新しくなります
文教厚生委員会報告にもありますように、

昭和54年の建設から31年が経過し、施設の

老朽化と駐車場の確保がこれまでの課題とな

っていました。

今回、県西部地域医療再生計画基金を活用

し、設備の充実と利用者の利便性向上を図た

めに、事業予算7,600万円で移転・新築する

ことになりました。

［位置図］

現施設 新施設

敷地面積 １５０㎡ ８４５㎡

建築面積 １００㎡ １６０㎡

駐車台数 ２台 １３台

提供：佐賀新聞社 (2011年３月28日付)
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総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

当委員会に付託されました、条例議案10件
及平成22年度補正予算及び平成23年度当初予
算について審査し、原案の通り可決すべきも
のと決定いたしました。

「条例関連」
伊万里市特別職の職員の給与、伊万里市議

会議員の議員報酬及び費用弁償、伊万里市報
酬及び費用弁償・非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例などの一部を改正する条例。
また、伊万里市消防団条例で、団長・副団
長・分団長・副分団長の報酬および伊万里市
教育長の給与を改正する条例などである。

「平成22年度一般会計補正予算」

総務費
「黒澤記念館に関する合意書」に基づく、代
理人弁護士に対して代理委任業務委託料の支
払金391万9千円を支出。「地域活性化交付金」
7,997万円を活用し９事業を行う。市民会館
施設の整備・老人憩いの家施設の整備・竹の
古場公園施設・道路・河川の改修・消防・学
校・公民館施設の整備など。

「平成23年度一般会計予算」

総務費
・防犯灯設置費助成事業
各行政区が行う防犯灯の設置に対して、経
費の一部を補助・設置事業費の１／２上限
２万５千円まで。
・浦ノ崎地区開発構想策定事業
県が整備している廃棄物処理用地の将来的
な活用策について検討し、港湾整備に関す
る開発構想を行う。
・井手口川ダム建設促進事業
平成23年度に完了する予定のダム周辺地域

振興策としてダム周辺整備を行う。
・婚活応援推進事業
少子化対策の一環で、結婚活動相談等にあ
たる結婚支援相談委員を配置し、出会いの
場や交流イベントなどを提供する協議会へ
事業委託を行う。
・地域の元気推進事業
自主、自立のまちづくりを推進するために、
市内１３地区町公民館を単位に策定したま
ちづくり計画に基づく実践活動に支援を行
う。
・次世代を創る研修事業
市民と行政との協働によるまちづくりを推
進し、人材育成が重要であり国内と海外研
修を交互に実施する。

消防費
平成８年度年購入のはしご車を2,625万円

の予算でオーバーホールをする。
また、今回の東北地方太平洋沖大地震への佐
賀県緊急消防援助隊として、伊万里市からも
５名の精鋭部隊（松本幸久氏、岩政英樹氏、
山口展由氏、松本圭太氏、原 祐一郎氏）が
支援活動に参加された。心から労いたいと思
います。お疲れ様でした。

はしご車

派遣された消防隊員

◎前田儀三郎 ○山増�秀明
前田 教一 松永 孝三 高木 久彦
占野 秀男 盛 泰子 浜野 義則
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当委員会に付託されました条例議案、2件、

一般議案1件、補正予算3件、新年度予算（教

育費、民生費、衛生費）と特別会計（国民健

康保険、介護保険、後期高齢者医療特別会計）

3件について、慎重審査の結果、原案のとおり

可決すべきと決定致しました。

条例の主なものは、今年12月には新病院開

院に伴い、一先ず７月１日より福祉組合議会

に経営を移行するための関係条例を廃止し又

改正する事が提案されました。

22年度の補正予算については、私立保育園

支援事業として入所児童の増加が見込まれる

ため1281万４千円の増額を決定した。又自治

公民館の県産木材利用の場合、建築費の50％

補助となる制度を利用した。

博物館建設について質問があり、ある程度

の期限を切った審議を行い、結論についても

あまり先延ばしするのは良くない等の意見が

出された。又、寄付金の事について質問があ

り約1800万円あり建設資金として大切に保管

しているとの回答を受けました。

衛生費の新規事業として休日、夜間急患医

療センター移転事業費として7600万円の予算

が計上されました。説明では現在の建物は建

設から31年が経過し、施設の老朽化に伴う建

替えと駐車場の確保を図るとの説明を受けま

した。休日、夜間の急患医療センターの医療

事業としての機能がこのままで良いのか新病

院としての兼ね合いはどうか等の意見が出さ

れました。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎笠原 義久 ○草野 譲

内山 泰宏 船津 賢次 前田 久年

樋渡 雅純 島田 布弘 下平 美代

同 新築移転先

現在の休日夜間急患医療センター



産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

〔産業部〕
東日本大震災の状況説明と現地に対する、

お悔やみと復興を願う挨拶があり委員会が始

まり委員会に付託された条例議案等の審査を

行いました。

まず最初に、市営月極駐車場の収納状況及

び滞納対策については、過年度も含めて数件

滞納が発生しており、幾度となく対象者に対

し支払いのお願いをしてきたが、解消されな

い場合は契約解除となることを確認しました。

いまりんバスの乗客の利用状況としては昨

年比2,300人の3.8％の減となっており、減少

理由は介護施設や病院等の送迎バスの利用者

が増え、いまりんバスの乗車率が下がってい

ると考えられます。

有害鳥獣駆除（イノシシ対策）にあたり12

月補正後1頭当たり金額は当初7,500円を想定

していたが、駆除頭数が増加し最終的には

5,000円となった。イノシシ被害は深刻であり、

農作物対策としてではなく、地域として本格

的に取り組む（伊万里版イノシシ対策委員会）

必要があるのではないかとの問いに対し、今

後は踏み込んだ対策が必要があり、イノシシ

被害は深刻であるとの共通認識を持ったとこ

ろであります。

小規模土地改良事業の1件当たりの上限を上

げられないかという問いに対し、地元の方も

現在の額で納得いただいているが、今後は中

山間や農地・水などの制度も活用して対応し

ていきたいとのことでした。

長浜干拓でツル越冬事業が行われているが、

鳥インフルエンザが各地で発生していること

に対して、市内養鶏農家や干拓組合の農家の

心情を察すると事業の執行は再考すべきでは

ないかとの意見が出て突っ込んだ議論がなさ

れた。市としては絶滅危惧種のツルの分散化

計画の一環として取り組んでおり、監視活動

は十分な意義があるため、今後は餌付けのや

り方等も見直し関係団体と十分に協議したい

とのことでした。当委員会としては、この件

に関し3月中旬にも国内において、鳥インフル

エンザが発生しており、感染の拡大が懸念さ

れることから、市内養鶏農家及び事業区域の

農業者等関係団体の理解を得られたうえで、

実施するよう要望し報告しました。

〔建設部〕
松島搦に於ける浸水対策事業は平成23年度

までに都市計画決定、認可を受けその後、平

成24年3月までに詳細設計の予定であります。

整備完了は平成34年度となる見込みとのこと

です。3月21日に大坪バイパスの開通式もあり、

市民センター付近までの乗り入れは容易にな

るが、その先の浸水地域と関連して、大坪・

木須線の早期の全線開通が望まれるところで

す。

〔水道部〕
水道が整備されていない辺地、山間部にお

いて水の確保に困難を極めることが多いと思

われることから、簡易水道や共同配水施設に

ついて協議がされ、市内の未給水地域や今後

の計画について説明を受けたところ、現在市

内で21地区（人口約600人）において未給水

となっており、部内で対応委員会を立ち上げ

てあり、今後検討されます。

◎堀 良夫 ○松尾 博幸
松尾 雅宏 多久島 繁 渡邊 英洋
岩橋 紀行 田中 啓三 福田 喜一
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開通した大坪バイパス

同 テープカット



交通網・港湾・企業誘致対策調査特別委員会報告

地域医療・環境施設整備対策調査特別委員会報告
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１．伊万里・有田地区公的病院(仮称)建設事業
（１）新病院建設について
現在、病院本体建設の進捗率は約20％で、

10月末までには予定通り完了する見込み。平
成23年度は上・下水道整備や国道附加車線工
事等の事業も実施される。新病院への引越しに
は、外来及び救急診療を休診する必要があり、
11月26日（土）～30日（水）の予定。

（２）経営統合について
新病院開院を前に７月１日より両病院の経営
統合が計画され、それまでの職員の身分や条件
等に関して関係条例の整備がされた。統合後は
病院運営が公営企業法の全部摘要に移行し、企
画・予算等も自主性が尊重される半面、経営責
任も大きくなる。

（３）新病院の名称(案)について
公募122点の中から「伊万里有田共立病院」

が選定され、５月開催予定の伊万里・有田医療
福祉組合議会で正式決定される予定。

２. ごみ処理広域化事業について
ごみ処理場は、セメント原料化システムの導

入が計画されていたが、組合議会の議員などか
らシステムの再検証を求める意見があり現在再
検証中のため、今年度から計画されていた用地
測量、敷地造成や取り付け道路建設の実施設計
等ほとんどが23年度に繰り延べて実施される
事になった。今年度は大気質などの選定項目に
ついて調査・予測評価を行うための現地調査が
実施されているが、現時点では施設建設は可能
だとの判断が出されている。
伊万里市環境センターは老朽化が進み、毎年
多額の経費をかけて稼動に不可欠な部分を優先
して修理しながら使用している現状で、最終処
分場も余裕がない状態である。
早急にごみ処

理システムの選
定を行い、計画
通りの供用開始
となるよう、今
後の事業進捗が
望まれる。

１．西九州自動車道等交通網の整備について

（１）西九州自動車道について
北波多IC～谷口IC間が初めて平成26年度供

用予定と明示された。用地平成22年度補正予
算においても事業費が計上され相次いで改良
工事の発注がなされている。
伊万里松浦道路についても、国土交通省よ

り山代IC～今福IC間が平成26年度供用予定と
公表された。

（２）国道498号大坪バイパスについて
国道498号大坪バイパスについては、市街

地への車の流入が予想されることから、十分
な交通安全対策を図られることと都市計画道
路大坪木須線の早急な全線開通に向けて努力
されることを要望する。

（３）県道黒川松島線バイパスについて
県道黒川松島線バイパスについては、本年

２月10日県が提案された海側ルート案で地元
の了解が得られ、今後は国道204号バイパス
として、都市計画変更の手続きに入られる見
込みである。

２．港湾施設の整備について
昨年８月の重点港湾選定により港湾施設整

備にはずみがつき、七ツ島地区多目的国際コ
ンテナターミナル整備については、ドルフィ
ン撤去が本年１月で完了し、基礎捨石・ケー
ソン据え付けが予定されている。また、ガン
トリークレーンの設計についても近々入札さ
れる。
臨港道路七ツ島線についても基本設計が完

了した。平成23年度に用地測量及び地権者協
議に入られるとのことであった。

３．企業誘致について
企業誘致の立場からは、フォローアップの

機会を捉え、21社に対し採用枠の拡大等の働
きかけが行われている。
今後は、伊万里港の重点港湾の選定及び西

九州自動車道の延伸を追い風にして、新たな
工業団地造成も視野に入れ、積極的な企業誘
致を引き続き進めるよう要望するものである。

◎松尾 雅弘 ○多久島 繁
渡邊 英洋 島田 布弘
笠原 義久 前田 義三郎 盛 泰子

◎浜野 義則 ○松尾 博幸
内山 泰宏 草野 譲
山増 秀明 堀 良夫 下平 美代

建設中の新病院
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．伊万里市散弾銃射撃場について

(1)射撃場が伊万里市に存在するこ

とのメリットはなにか

(2)射撃場あと地の整備費用のねん

出と3億円の根拠について

(3)射撃場がもたらす産廃処理につ

いて

(4)射撃場の閉鎖の時期

下平 美代

（一問一答）

１．伊万里駅バス停の移設について

(1)西駅ビル広場に移設できないか

２．ごみ収集運搬業務の委託について

(1)長年２業者との委託契約になっ

ている理由

(2)委託料は適正なのか

浜野 義則

（一問一答）

１．市長提案理由の内容について

(1)財政運営について（一般会計・

企業会計）

(2)環太平洋パートナーシップ（Ｔ

ＰＰ）について

(3)新統合病院について

(4)新しい工業団地の確保について

(5)企画立案能力を備えた職員育成

について

占野秀男

（総 括）

１．住宅リフォーム助成制度の創設を

２．特別養護老人ホームの増設について

船津 賢次

（一問一答）

１．黒澤問題について

(1)今後の検証

(2)監督官庁である県の責任

(3)寄付金の問題

２．伊万里駅周辺の安全対策について

(1)駅南側横断歩道

(2)バス停留所の移設

３．救急体制の強化について

(1)救急棟設置の見通し

(2)救急救命士の確保

(3)東分署への高規格救急車の配備

１．新統合病院の開院に伴い現市民病

院の跡地活用について

２．西九州自動車道がＨ26年度に谷

口ＩＣまで開通予定であるが伊万里

市内にサービスエリアが建設出来な

いか

３．伊万里湾の一部に市民が利用する

釣り場の整備が考えられないか

盛 泰子

（一問一答）

前田儀三郎

（一問一答）

１．医療・保健施策について

(1)ジェネリック医薬品の普及と認

識

(2)ジェネリック医薬品「希望カー

ド」配布

(3)医療保険財政への影響

２．地域福祉について

(1)総合相談支援と今後

(2)「買い物弱者」への対応

(3)安心を見守る多様な支援

樋渡 雅純

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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一

般

質

問
会
員
20
人

②
３
億
円
の
根
拠
は
県
営
貴
用

を
参
考
に
し
た
。
細
か
く
積

み
上
げ
た
数
値
で
は
な
い
。

捻
出
は
一
般
財
源
の
支
出
と

な
り
厳
し
い
。

③
は
じ
め
は
産
廃
と
し
て
処
理

し
て
い
た
が
ク
レ
ー
は
場
内

に
お
い
て
支
障
は
な
い
と
思

う
。

④
水
質
検
査
で
十
分
と
思
っ
て

い
た
。
地
元
か
ら
の
要
望
は

最
近
で
、
は
じ
め
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

⑤
び
っ
く
り
し
た
。
現
場
の
確

認
に
は
行
っ
た
が
佐
賀
大
学

に
確
認
は
し
て
い
な
い
。
土

壌
検
査
を
環
境
大
臣
の
指
定

す
る
機
関
に
依
頼
し
て
再
調

査
を
し
た
い
。

⑥
歴
代
市
長
で
「
閉
鎖
を
す
る
」

の
発
言
は
私
が
は
じ
め
て
で

あ
る
。
県
営
の
射
撃
場
で
や

っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
一
方
的
に
閉
鎖
は
若
干

問
題
が
あ
る
。
一
方
の
方
達

の
要
望
も
あ
る
が
議
会
終
了

後
直
ち
に
地
元
の
み
な
さ
ん

と
の
話
を
進
め
た
い
。
尚
閉

鎖
の
方
向
に
変
り
は
な
い
。

下
平

美
代

①
射
撃
場
が
伊
万
里
市
に
存
在

す
る
メ
リ
ッ
ト
と
協
会
員
人

数
②
閉
鎖
後
の
対
策
に
３
億
円
の

試
算
の
根
拠
と
そ
の
捻
出
。

（
他
県
に
は
緊
急
雇
用
創
出

事
業
で
２
億
８
千
万
の
補
助

で
取
り
組
ん
だ
所
も
あ
る
）

③
ク
レ
ー
を
産
廃
と
し
て
処
理

し
な
い
理
由

④
土
壌
検
査
な
ぜ
や
ら
な
い
の

か
⑤
佐
賀
大
学
の
協
力
を
得
て
休

耕
田
の
土
壌
検
査
実
施
、
結

果
法
基
準
上
回
る
13
倍
の
数

値
、
放
置
は
市
に
よ
る
不
法

投
棄
、
直
に
閉
鎖

⑥
３
億
円
の
捻
出
に
は
時
間
を

要
す
る
。
閉
鎖
を
優
先
す
べ

き
だ
。①

〜
⑤
教
育
部
長

⑥
市
長

①
ク
レ
ー
射
撃
の
練
習
や
免
許

更
新
時
、
狩
猟
前
の
練
習
が

近
く
で
で
き
る
。
ク
レ
ー
協

浜
野

義
則

伊
万
里
駅
バ
ス
停
は
雨

風
を
防
ぐ
設
備
も
な
く
車
両
交

通
に
も
支
障
が
出
て
い
る
。
移

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
・
産
業
部
長

以
前
に
検
討
し
た
が
地
理
的

条
件
や
諸
問
題
が
あ
り
実
現
し

て
い
な
い
。
現
在
時
間
帯
に
よ

っ
て
３
分
間
隔
で
発
着
が
あ
り
、

車
両
の
流
れ
を
阻
害
し
交
通
安

全
上
も
問
題
が
あ
る
。
施
設
の

公
共
性
は
高
い
も
の
の
営
利
事

業
の
施
設
整
備
を
行
政
が
実
施

す
る
の
は
問
題
も
あ
り
、
基
本

的
に
は
バ
ス
事
業
者
が
整
備
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
隣
接

の
市
営
駐
車
場
も
利
用
者
が
少

な
く
一
体
的
な
整
備
が
可
能
で
、

用
地
購
入
等
の
た
め
事
業
者
に

よ
る
施
設
整
備
が
困
難
な
場
合

は
市
が
整
備
を
し
て
利
用
料
を

取
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
ま
ま
に
は

し
た
く
な
い
の
で
事
業
者
等
と

も
協
議
を
お
こ
な
い
移
設
が
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問

答
弁

質
問 射

撃
場
の
閉
鎖

★一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。

答
弁 伊

万
里
駅
バ
ス
停

の
移
設
に
つ
い
て

ご
み
収
集
運
搬
業
務

の
委
託
に
つ
い
て

作
成
。

③
８
月
め
ど
に
国
保
加
入
全
世

帯
に
配
布
す
る
。

④
約
１
３
０
０
万
〜
１
４
０
０

万
円
が
想
定
さ
れ
る
。

⑤
医
師
の
判
断
が
最
優
先
さ
れ

る
が
、
今
後
医
師
会
、
薬
剤

師
会
の
協
力
得
て
取
り
組
む
。

家
族
の
支
援
も
得
ら
れ

ず
食
料
品
、
生
活
必
需
品
の
買

い
物
に
困
る
高
齢
者
の
増
加
が

心
配
さ
れ
る
。宅
配
サ
ー
ビ
ス
、

移
動
販
売
、
移
動
手
段
の
提
供

な
ど
、
支
援
策
は
。

市
民
部
長

切
実
な
問
題
で
相
談
も
多

い
。
ま
ず
は
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

家
事
支
援
の
援
助
や
、
買
い
物

支
援
、
弁
当
、
食
材
配
達
の
民

間
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
掲
載
し
た

冊
子
を
23
年
度
に
は
、
全
一
人

世
帯
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得

配
布
し
た
い
。

今
後
、
相
談
、
要
望
等
参
考
に

し
検
討
す
る
。

樋
渡

雅
純

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、

効
果
で
厳
し
い
基
準
の
も
と
承

認
さ
れ
、
安
全
も
確
保
さ
れ
て

い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
。

米
国
で
70
％
、
日
本
で
20
％
の

普
及
で
そ
の
推
進
は
、
患
者
負

担
の
軽
減
、
医
療
保
険
財
政
の

改
善
に
大
変
重
要
で
あ
る
。

①
市
民
病
院
で
の
使
用
状
況
は
。

②
国
、
県
の
動
き
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
「
希

望
カ
ー
ド
」
配
布
時
期
は
。

④
10
％
使
用
し
た
場
合
の
財
政

効
果
は
。

⑤
市
長
の
認
識
は
。

①
〜
④
市
民
部
長

⑤
市
長

①
薬
事
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、

20
品
目
全
体
の
３
％
。

②
24
年
度
ま
で
30
％
以
上
の
目

標
、
処
方
箋
の
書
き
方
の
変

更
や
調
剤
報
酬
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
る
制
度
や
、
現
場
医

療
で
の
適
正
使
用
手
引
書
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

「
希
望
カ
ー
ド
」
配
布

質
問

答
弁

「
買
い
物
弱
者
」
対
策

質
問

答
弁
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一

般

質

問

船
津

賢
次

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
が
全
国
で
脚
光
を
あ
び
て

い
る
。
そ
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。建

設
部
長

１
８
０
の
自
治
体
、
約
１
割

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
短
期
間
に
全
国
に

広
ま
っ
た
と
思
う
か
。

建
設
部
長

地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。県

も
こ
の
制
度
に
意
欲

的
で
、
市
町
と
調
整
す
る
と
発

表
し
て
い
る
。
事
前
に
市
内
の

大
工
さ
ん
等
の
実
情
や
要
望
の

把
握
、
ま
た
、
対
象
事
業
を
広

く
す
る
。
手
続
き
を
簡
素
化
す

る
な
ど
要
望
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

建
設
部
長

事
業
概
要
が
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
。
手
続
き
に
つ
い
て
は

簡
素
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

市
長

県
と
協
議
し
、
景
気
対
策
と

し
て
有
効
と
の
確
証
が
得
ら
れ

れ
ば
こ
れ
に
と
り
く
む
。

老
後
の
不
安
は
病
気
や

寝
た
き
り
に
な
っ
た
時
の
こ
と

だ
。
施
設
介
護
が
必
要
に
な
り

特
養
に
申
し
込
ん
で
も
２
年
位

待
た
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
が
待

機
者
の
状
況
は
。

市
民
部
長

待
機
者
は
３
７
３
人
、
重
複

を
除
く
と
２
８
９
人
、
そ
の
内

自
宅
で
の
待
機
者
は
１
２
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

苦
情
は
き
て
い
な
い
か
。

市
民
部
長

苦
情
は
な
い
が
、
い
つ
頃
入

れ
る
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
て
い
る
。

保
険
料
は
天
引
で
徴
収

し
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

２
年
も
ま
た
さ
れ
る
。
理
屈
に

あ
わ
な
い
と
思
う
が
。

市
長
・
市
民
部
長

こ
れ
ま
で
要
介
護
２
〜
５
の

施
設
介
護
率
37
％
と
い
う
制
約

が
あ
り
、
増
設
し
た
く
て
も
増

設
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
５
期

介
護
保
険
計
画
で
は
廃
止
さ
れ

る
の
で
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

ご
み
の
収
集
・
運
搬
業

務
は
長
年
市
内
２
業
者
と
の
随

意
契
約
に
よ
る
委
託
に
な
っ
て

い
る
が
そ
の
理
由
及
び
委
託
料

は
適
正
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
民
部
長

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
は

廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
で
市
町

村
が
行
う
も
の
と
さ
れ
、
処
理

計
画
を
作
成
し
、
住
民
の
生
活

環
境
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
適
性
に
収
集
・
運
搬
す
る

責
任
が
あ
る
。
ま
た
市
町
村
が

業
務
を
委
託
す
る
場
合
の
基
準

と
し
て
、
受
託
者
が
収
集
運
搬

に
必
要
な
車
両
や
人
員
を
保
有

し
て
い
る
か
等
の
能
力
条
件
に

加
え
て
委
託
料
が
業
務
遂
行
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
額
で
あ
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
市

内
に
は
１
３
２
３
箇
所
の
集
積

場
所
が
あ
り
、
正
確
・
適
性
に

処
理
す
る
た
め
、
業
務
を
熟
知

し
た
２
事
業
者
と
随
意
契
約
に

よ
る
業
務
委
託
契
約
を
実
施
し

て
い
る
。
委
託
料
は
法
の
趣
旨

を
前
提
に
、
設
定
に
は
算
定
項

目
と
し
て
「
人
権
費
」「
福
利
厚

生
費
」「
車
両
費
」「
被
服
費
」

「
減
価
償
却
費
」
等
の
原
価
計
算

に
基
づ
き
見
積
入
札
を
行
っ
て

い
る
。
他
と
比
較
し
て
も
適
正

な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
が
、

今
後
更
に
詳
細
に
検
討
し
て
見

極
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を

特
養
の
増
設
を

質
問

質
問

質
問

質
問

占
野

秀
男

世
界
的
な
不
況
の
な
か

税
収
の
伸
び
は
厳
し
く
義
務
的

経
費
は
増
加
し
て
い
る
。
ま
た

第
４
工
水
利
用
も
予
定
の
半
分

以
下
と
の
話
も
あ
る
が
運
営
は

大
丈
夫
か
。
市
の
借
金
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
財
政
運
営
は

大
丈
夫
か
。

政
策
経
営
部
長

一
般
会
計
２
１
２
億
、
工
業

用
水
会
計
１
５
６
億
そ
の
他
あ

り
ま
す
が
、
起
債
返
還
は
長
期

返
済
で
あ
り
、（
平
均
15
年
返

済
）
で
あ
り
直
ち
に
財
政
に
困

る
こ
と
は
な
い
。
第
一
は
景
気

回
復
だ
が
、
財
政
運
営
は
今
後

も
厳
し
く
運
営
し
た
い
。

新
病
院
の
名
称
は
、
ま

た
12
月
１
日
開
院
予
定
に
間
に

合
う
の
か
、
そ
の
時
に
医
師
の

質
問

確
保
は
大
丈
夫
か
。

市
民
病
院
理
事

新
病
院
名
は
一
般
公
募
の
中

か
ら
選
考
「
伊
万
里
・
有
田
共

立
病
院
」
に
内
定
し
て
い
る
。

医
師
確
保
に
も
努
力
し
開
院

時
に
必
要
な
22
名
以
上
の
医
師

を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ

る
。

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
七

ツ
島
団
地
、
伊
万
里
団
地
は
ほ

ぼ
完
売
、
新
し
い
団
地
の
確
保

は
ど
う
す
る
の
か
。

政
策
経
営
部
長

財
政
厳
し
い
折
で
あ
り
先
行

投
資
は
難
し
い
が
、
松
浦
バ
イ

パ
ス
沿
線
、
西
九
州
自
動
車
道

沿
線
の
未
利
用
学
校
用
地
跡
等

を
考
え
て
い
る
。

ま
た
浦
ノ
崎
地
先
の
県
の
廃

棄
物
処
理
場
の
計
画
的
利
用
に

つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

市
の
財
政
運
営

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

新
統
合
病
院

新
し
い
工
業
団
地
の

確
保
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①
12
月
議
会
で
議
論
し
た
救
急

棟
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
。

②
東
分
署
へ
の
高
規
格
救
急
車

配
置
。

③
救
急
救
命
士
の
最
低
必
要
人
数
。

④
有
資
格
者
の
採
用
枠

消
防
長

①
現
庁
舎
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は

困
難
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
を
伴
う
と
国
の
支
援
対
象

と
な
る
よ
う
な
の
で
関
係
部

署
と
協
議
を
深
め
た
い
。

②
救
急
救
命
士
が
足
り
な
い
た

め
普
通
型
の
救
急
車
を
配
置
。

③
現
在
14
名
で
最
低
必
要
数
は

18
名
。

④
今
年
度
実
施
し
た
が
受
験
者

が
少
な
く
採
用
に
至
ら
ず
。

今
後
も
複
数
の
採
用
が
あ

る
時
に
は
採
用
枠
を
設
け
、

救
急
救
命
士
に
つ
い
て
は

受
験
年
齢
引
き
上
げ
な
ど

を
行
い
た
い
。

ガ
ス
ト
横
の
横
断
歩
道

を
も
っ
と
安
全
に
。

建
設
部
長

関
係
機
関
と
協
議
し
て
研
究

し
た
い
。

盛

泰
子

１
月
末
に
権
利
金
が
返

還
さ
れ
て
安
堵
し
た
が

①
今
後
の
検
証
は
。

②
第
三
者
を
加
え
る
べ
き
。

③
県
が
財
団
を
指
導
し
た
際
、

市
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報

告
が
あ
っ
た
か
。

④「
権
利
金
返
還
に
よ
り
他
は

不
問
に
付
す
」
と
の
約
束

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑤
市
長
の
見
解
は
。

①
政
策
経
営
部
副
部
長

②
〜
④
政
策
経
営
部
長

⑤
市
長

①
メ
ン
バ
ー
は
未
定
、
現
在
は

必
要
資
料
の
収
集
・
分
析

中
。
財
団
収
支
報
告
書
を

精
査
し
寄
付
金
が
使
わ
れ

た
経
緯
等
の
検
証
を
行
う
。

②
そ
の
検
討
に
時
間
が
ほ
し
い
。

③
時
間
を
要
し
て
は
い
る
が
概

ね
報
告
が
あ
っ
て
い
る
。

④
そ
の
様
な
こ
と
は
断
じ
て
無
い
。

⑤
市
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
市
民
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

成
26
年
度
に
谷
口
Ｉ
Ｃ
ま
で
開

通
予
定
だ
が
、
ル
ー
ト
上
に
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
等
の
建
設
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。建

設
部
長

ル
ー
ト
上
に
そ
の
様
な
施
設

は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
一
日
も
早
く
全
線
開
通

を
考
え
て
要
望
活
動
を
優
先
さ

せ
た
い
。伊

万
里
湾
の
一
角
に
釣

り
公
園
の
計
画
は
出
来
な
い

か
。

建
設
部
長

以
前
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

の
一
角
に
「
海
辺
の
デ
ッ
キ
」

の
計
画
が
あ
っ
た
が
現
在
は
中

止
し
て
い
る
。
伊
万
里
湾
は
工

業
団
地
で
開
発
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
船
の
航
路
で
も
あ
り
、

浚
渫
工
事
も
行
な
わ
れ
伊
万
里

湾
内
で
の
釣
り
公
園
は
厳
し
い

と
考
え
ま
す
。

前
田
儀
三
郎

新
統
合
病
院
開
院
に
伴

い
市
民
病
院
の
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
。市

民
病
院
理
事

永
い
歴
史
の
中
で
、
二
里
村

立
病
院
と
し
て
開
院
さ
れ
現
在

の
市
民
病
院
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
時
の
役
職
員
の
話
を
お

聞
き
し
ま
す
と
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
57
年
間
の
歴

史
が
あ
り
今
後
は
地
元
の
意
向

も
踏
ま
え
検
討
し
て
行
き
た

い
。

早
い
時
期
に
検
討
委
員

会
を
立
上
げ
協
議
を
再
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長

色
々
な
考
え
方
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
民
間
活
用
や
公
共

施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
検
討
委
員
会
等
で
の
諮
問
を

受
け
取
り
組
み
た
い
。
廃
墟
に

な
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
と
考

え
て
い
る
。

西
九
州
自
動
車
道
が
平

答
弁

答
弁 市

民
病
院
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て

黒

澤

問

題

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

一

般

質

問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁 救

急
体
制
の
充
実

伊
万
里
駅
周
辺
の
安
全
対
策

次の人事案件を同意しました。
伊万里市固定資産評価審査委員会委員

森日出子（再）、 武修治（再）、浦田丈一（新）

田代光宣（新）、立石充男（新）、金子智美（新）
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★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約14円（印刷費）で作成しています。

は
じ
め
に
、
こ
の
議
会
だ

よ
り
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の

な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
別
れ
と
出

会
い
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
編
集
委
員
も
今
回
の
発
行

が
最
終
と
な
り
、
次
回
か
ら
は

新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。

市
の
行
政
報
告
は
広
報
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
さ
れ
ま
す
が
、

議
会
だ
よ
り
の
内
容
は
結
果
の

報
告
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

れ
ま
で
に
至
っ
た
経
緯
や
審
議

過
程
を
よ
り
解
り
易
く
伝
え
る

こ
と
に
気
を
使
い
ま
し
た
。

全
体
構
成
は
写
真
・
イ
ラ
ス

ト
を
配
置
し
、
な
る
だ
け
見
易

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
特

に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
や
特
集
記

事
に
は
議
会
側
の
目
線
で
と
ら

え
た
こ
と
を
広
報
と
は
違
っ
た

目
線
で
と
ら
え
た
こ
と
を
広
報

と
は
違
っ
た
感
覚
で
明
ら
か
に

し
た
心
算
で
す
。

こ
れ
ら
は
活
字
と
な
る
こ
と

で
重
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内

容
の
正
確
性
に
努
め
る
な
ど
随

分
と
心
を
配
り
ま
し
た
。

そ
し
た
更
に
、
熱
心
な
議
員
活

動
や
熱
心
な
委
員
会
活
動
な
ど

の
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。
全

委
員
で
の
点
検
や
校
正
は
２
回

程
実
施
し
、
合
い
間
に
間
違
い

が
な
い
よ
う
に
担
当
職
員
と
の

連
絡
も
と
り
な
が
ら
整
理
を
い

た
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
込
め
た

作
品
で
も
あ
り
、
気
掛
け
て
読

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

終
り
に
、
全
委
員
の
和
気

合
々
の
う
ち
に
編
集
会
議
の
時

が
経
っ
て
、
一
応
の
終
了
と
な

る
こ
と
に
想
い
を
め
ぐ
ら
し
、

万
全
の
ご
協
力
に
対
し
て
感
謝

し
ま
す
と
と
も
に
次
期
の
方
々

の
ご
奮
闘
を
期
待
い
た
し
ま

す
。（
山
）

編
集
委
員

◎
山
増

秀
明
○
多
久
島

繁

前
田

久
年

草
野

譲

松
尾

博
幸

盛

泰
子

顧
問内

山

泰
宏

占
野

秀
男

樋
渡

雅
純

発
行伊

万
里
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町
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3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
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２
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１
２
７
７
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編
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よ
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委
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会

印
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山
口
印
刷
株
式
会
社

行政視察受け入れの状況（平成23年１月～３月）

月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

１ 岡山県笠岡市議会 ６ 学校給食センター 会

滋賀県東近江市議会 10 議会改革 会

長崎県雲仙市議会 ６ 婚活応援 会

２ 福岡県小郡市議会 12 議会の総合計画への関与 委

愛知県西尾市議会 ５ 特色ある学校づくり、いじめなし都市宣言 会

石川県白山市議会 ７ 婚活応援、ファイナンシャルプランナーによる生活相談 会

福岡県北九州市議会 １ ファイナンシャルプランナーによる生活相談 会

※ 人数は議員の他、随行者も含みます。「委」は委員会、「会」は会派での視察を意味します
※ 多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努めています
※ ３月は議会中のため、視察申し込みはありませんでした
★ 多重債務への取組。顧客の収入・支出・資産・負債・保険の補償内容などに関するデータを集め、弁護士などの専門家の協
力を得ながらプランを作成し、実行援助と見直しを行う。「家計に関するホームドクター」と言われる

第３回 伊万里郷大庄屋のひな祭り 伊万里保育園エイサー隊（キッズフェスティバル）

編
集
後
記
な
ど

★


